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本叢書の主な課題は, 三菱史料館所蔵史料である 『寄附委員会議事録』 や 『寄





遷し, それに伴い統轄組織も短期間のうちに変遷した｡ そのようななかで, 本叢
書において検討を行う寄附委員会は 1932 年から 1945 年までという, 比較的長期
間組織されていた｡ また, この期間は戦間期から戦時体制期にかけての時期に位




(長沢 1987 1), 実際に, 1930 年代の三菱財閥における経営組織について検討した
石井 (2010)2 では, 社長室会における議事項目として, 寄附金に関する項目が
多く観察された｡ しかしながら, 寄附に関する重要審議が行われていた寄附委員
会の実態については, 今までの先行研究においてほとんど明らかにされてこなかっ





１ 長沢康昭(1987) ｢本社部門の役割｣ 三島康雄・長沢康昭・柴孝夫・藤田誠久・佐藤英
達 『第二次大戦と三菱財閥』 日本経済新聞社｡
２ 石井里枝(2010) ｢1930 年代の三菱財閥における経営組織―理事会・社長室会の検討を
中心に―｣ 『三菱史料館論集』 第 11 号｡
が行われている｡
まず, 旗手勲 (1978) によると, 三菱財閥による寄附に関して, 判明する 1919
年から 1931 年までは, 毎年 100 万円以下の寄附金額であり, ほぼ景気の好不況
に応じて, その金額が増減していたという3｡ そして, 1934 年にはピークを迎え
ることになるが, 1932 年からの寄附金額の急増は, 三井財閥による社会事業団
体寄附との呼応であった, としている｡ すなわち, 旗手 (1978)の分析によると,
三井によるドル買い, 団琢磨暗殺に端を発した, ｢財閥の転向｣ に関連する文脈
において, 三菱による寄附行為を位置づけているものと考えられる｡
長沢 (1987)においても, 旗手 (1978) と同様の評価が行われているといえる｡
すなわち, 三菱財閥による寄附に関して, 1932 年からの急激な増加および三菱
社の株式公開が行われた 1940 年からの大きな減少について指摘しており, 1932
年からの急激な増加という点について, いわゆる ｢財閥批判｣ と, それへの対応
としての寄附という文脈で用いられているのである4｡ 以上のように概観したと





(1986) は, 委員会全般に関して, 三菱財閥の ｢委員会好みの傾向｣ について指




３ 旗手勲 (1978) 『日本の財閥と三菱―財閥企業の日本的風土―』 楽遊書房｡
４ 前掲長沢 (1987)238 頁｡
５ なお､ 筆者は石井里枝 (2012) ｢三菱財閥と委員会組織―寄附委員会を事例として―｣
『愛知経営論集』 第 166 号､ において寄附委員会に関する若干の検討を試みている｡ そ
ちらも併せて参照されたい｡
６ 麻島昭一 (1986) 『三菱財閥の金融構造』 御茶の水書房｡
また, 長沢 (1981) 氏によると, 寄附委員会について, ｢三菱社並分系会社ニ
関係アル寄付金｣ を各社に配分するために設置されたものであるとしており8,
本社統制の再強化という流れのなかで位置づけているように思われる｡ こうした








いといえよう｡ そこで本叢書では, 三菱史料館所蔵史料である 『寄附委員会議事
録』 や 『寄付金明細帳』, 『決算勘定書』, 『決算書類』 などの史料を用いて, 詳細
な検討をめざすのである｡
本叢書の構成は, 次のとおりである｡ 第 1 章では, 『寄附金明細帳』 を中心に
用いて, 明治期から大正期にかけての時期を中心に, 三菱が行ってきた寄附のあ
り方について明らかにすることにする｡ 第 2 章では, 『寄附委員会議事録』 を用
いて, 寄附に関する意思決定機関であった寄附委員会の実態を明らかにする｡ 第
3 章では, 『決算勘定書』 や 『決算書類』 を中心に用いて, 戦時期を中心に, 1935
年から 1945 年の時期における三菱の寄附活動の実態について, 具体的な分析を
行う｡ 第 4 章はまとめにあてられる｡
3
７ 前掲麻島 (1986)､ 80 頁｡
８ 長沢康昭 (1981) ｢三菱財閥の経営組織｣ 三島康雄編 『日本財閥経営史 三菱財閥』 日
本経済新聞社､ 108 頁｡
９ 『三菱社誌』 38､ 1677～1678 頁｡
第 1 章 明治期から戦間期にかけての三菱による寄附
『寄附金明細帳』 の検討を通じて
本章では, 三菱史料館所蔵史料である, 『寄附金明細帳 自明治二十七年度
至大正九年度』 (MA－2200) および 『寄附金明細帳 大正十五～昭和四』 (MA－
6340) といった史料を用いて, 明治期から大正期にかけての時期を中心に, 三菱
が行ってきた寄附のあり方について明らかにすることにしよう｡ なお, この時期
以降の寄附に関する詳細については, 次章における寄附委員会議事録を用いた検
討, ならびに第 3 章における, 1935 年以降を中心とする 『決算勘定書』 および
『決算書類』 を用いた検討のなかで明らかにしていくことにしたい｡
でははじめに, 表 1 をみることにしよう｡ この表は, 明治期 (1894 年～1911
年) における三菱による寄附金額について, 三菱合資会社・奥帳場・高輪邸の別
に記したものである｡ まず同表に関する検討を行うことにしよう｡
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表 1 明治期における寄附金額




























































(出典) 『寄附金明細帳』 (MA-2220, 6340)
(単位：円)
資料の制約上, 明治初期のころからの実態については明らかにすることはでき
ないが, 1894 年からの動向について述べると, 明治期において三菱では, 本社
(三菱合資会社) からの寄附のほか, 奥帳場や高輪邸からの寄附がおこなわれて
おり, とくに奥帳場からの出資は多額にのぼっていたということがわかる｡ ここ
で, 奥帳場は岩崎家 (本家) による個人的な出資となり, 高輪邸は弥之助家 (分
家) からの出資となる｡
さらに, この時期においてどのようなところに寄附を行っていたのかについて,
奥帳場の事例について明らかにしたものが, 表 2 である｡ 同表では, 『寄附金明
細帳』 (MA－2200) に基づいて, 1894 年から 1911 年までの間に奥帳場の勘定
からどこへ寄附を行っていたのかについて明らかにしている｡
5
















































































































































































































































表 2 の分析からは, 明治期の三菱においては, たとえば 1894 年における陸軍,
海軍といった軍事関係に対する寄附についても特色があるといえるが, それだけ
ではなく災害に対してや, 学校に対する寄附も多額にのぼっているということが



























(出典) 『寄附金明細帳』 (MA-2220, 6340)
(注) ●は解読不能であることを示す｡
表 3 大正期 (1912～1920 年) の三菱合資会社における寄附金額
さらに, 1912 年から 1920 年にかけての三菱合資会社による寄附金額について
記した表 3 および 1926 年から 1936 年にかけての規模別の寄附金額について記し
た表 4 を併せて検討すると, 戦間期にかけても, 金額の少ないものから多いもの
まで, さまざま規模の寄附がおこなわれていたということが理解できる｡ このよ
うに, 三菱における寄附に関していうならば, いわゆる ｢財閥の転向｣ の時期に
特に限定されるものではなく, 比較的早い時期から行われていたということがで
きるのである｡
すなわち, 本章における 『寄附金明細帳』 の検討からは, 額の多少はあるもの
の, 明治期においてから三菱においては, 社会的寄附が継続して行われていたと
いうことが明らかとなった｡ また, 奥帳場, 高輪邸といったように, 三菱の本社





















(出典) 『寄附金明細帳』 (MA-2220, 6340)
表 4 寄附金額別合計金額 (1926～1936 年)
(単位：円)

























































(出典) 『決算勘定書』 各年度 (MA-2203, 2206, 2208, 2210, 2212, 2213)
(注) 空欄は不明であることを示す｡





第 2 章 寄附に関する意思決定組織についての分析
― 『寄附委員会議事録』 を用いた検討―
本章では, 三菱史料館所蔵史料である 『寄附委員会議事録』 第 1 号・第 2 号・

















このような ｢内規｣ からは, 一見すると寄附委員会は, 比較的大口の寄附に関
第 2 章 寄附に関する意思決定組織についての分析14
１ ｢寄附委員会内規制定｣ 『三菱社誌』 38, 1677～1678 頁｡
して本社と分系会社との間において ｢按排負担｣ するために, 本社株式公開後の
時期において設置された機関であるというような理解もできる｡ しかし, 後述す
るように, 寄附委員会に関しては, 1932 年 4 月からその議事録が現存しており,
小額の寄附に関しても決議が行われていた｡ すなわち, 先行研究が行ってきたよ
うな, 『三菱社誌』 記載の ｢内規｣ に関する検討だけでは, 寄附委員会という組
織および, 当該期における三菱による寄附の実態について, 詳細な検討を行うこ




に, 開催日程について示すことにしよう｡ ここでは最初に, 章末に付した表 5 を
参照することにしたい｡
表 5 は, 1932 年 4 月から 1945 年 8 月までの間における, 『寄附委員会議事録』
に記載されていた開催日程および出席者について表したものである｡ これらを概
観すると, 日程について注目すると, 大まかに月 2～3 回のペースで委員会が開
催されていたということが分かる｡ そして, 注目すべき点としては, 1930 年代
のみならず, 戦時期においてもこのような開催のペースが保たれていたというこ
とがあげられる｡ そして, 議事録が残されていた 1932 年 4 月 8 日から 1945 年 8
月 3 日までの間において, 合計で 361 回の開催を確認することができる2｡
こうした点から, 寄附委員会について, 次のような事実を確認することができ
る｡ まず, 寄附委員会は, 確認できるだけでも 1932 年から 1945 年まで, 毎月の
開催ペースを基本的にまもった上で開催されていた｡ また, 後ほど詳しく検討す
るが, 単に開催されるというだけでなく, 具体的な審議内容も伴っていた｡ した
がって, 委員会として有効に, 比較的長期間にわたって機能していた｡ このよう
15
２ ただし, 表 5 においても明らかなように, 1937 年 12 月から 3 月にかけては, ｢寄附金
記事｣ のみが残されており, 委員会にかんする議事録が残されていない｡ したがって,




わゆる ｢財閥の転向｣ ―が指摘されるような時期に限定されるわけではなく, 明
治期から, そして戦時体制期にわたっても, 長い時期にわたり継続して行われて
いたということが分かる｡
次に, 出席者について明らかにすることにしよう｡ ここでは表 6 に注目するこ
とにしたい｡ 同表は, 『寄附委員会議事録』 に記載されていた委員会出席者につ
いてグラフ化して表したものである｡ 大きく分けて, 1940 年時点においてメン
バーの交代がみられたほか, 1942～43 年の時点において新たな出席者がみられ
たことがわかる｡ そして, これら出席者の財閥内における役職について示したも
のが表７である｡ これらの表 ( 表 6・表 7 ) を併せて検討すると, 出席者の特
徴について, 次のようなことがわかる｡
まず, 設立当初から 1940 年くらいまでは, 本社役員により寄附委員会は構成
されていた｡ そして, このメンバーは, 社長室会という, 1930 年代前半の財閥
内におけるトップ・マネジメントを担っていた組織における参加メンバーとも重
複する3｡ なお, 参考として社長室会の出席メンバーについて記したものが, 表 8
である｡
こうした点からは, 寄附委員会においては, 三好重道, 永原伸雄, 赤星陸治と
いった本社理事たちによる合議が行われていたということが理解され, 設置当初
の 1930 年代前半期においては, 寄附委員会は社長室会という当時のトップ・マ
ネジメント (上位組織) に対する下部組織的な役割を担っていた可能性が示唆さ
れる｡ なぜこうした点が指摘できるのか, というと, 単に出席者の重複だけでは
なく, 次のような理由にも拠る｡ 例えば, 『寄附委員会議事録』 の審議内容にお
いては, 以下のような記述が残されている｡
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３ 石井里枝(2010) ｢1930 年代の三菱財閥における経営組織―理事会・社長室会の検討を











































































































































































































































































































































































かる｡ すなわち, もともとは寄附に関する意思決定は, 社長室会において行われ
ていたが4, こうした大口の寄附に対する最終的な決議 (審議) については, の
ちに後継的機関である常務会や三菱協議会において行われるようになった｡
















































1935 年 1 月－




















(出典) 『社長室会議事録』 第 1～5 号 (MA-
8023, 8024, 8025, 8026, 8027)｡
そして, この出席メンバーについて大まかに時期区分をするならば, 1940 年
からは, こうした本社役員の出席に加え, 三菱重工業・三菱鉱業・三菱商事・三
菱銀行といった分系 4 社における社長または会長が, この委員会を構成するよう




なって, 見られるようになったといえる｡ さらに, 分系会社といっても, 重工・
商事・銀行・鉱業といった各会社からの出席が行われていたが, これに関しては,
後述の表 11 (第 3 章) における寄附金の分担率からもわかるように, この分系 4
社については, 寄附金分担の割合が他社にくらべてきわめて大きかったためであ
るということができよう｡
そして, 出席者に関しては, 前述の表 6 からもわかるように, 1943 年 4 月か








になったのである｡ しかし, 裏を返せば, 代理出席をみとめたということは, 代
理人によってであれ, メンバーは必ず出席をおこなうように義務付けられた, と
いうことができるであろう｡ すなわち, 出席者という側面からみるならば, 寄附
19
４ 前掲石井 (2010), 155 頁｡
委員会は形骸化された組織ではなく, また寄附に関する意思決定に関しては合議
制が徹底されていたという解釈をすることができるであろう｡
では次に, 寄附委員会における議事 (審議) 内容についての具体的な検討を行
うことにしよう｡
まず, 委員会における具体的な内容についていうと, 大きく分けて, 報告 (支
払済報告・上位機関による決議報告・払込方申越報告) と議事とにわかれており,
申請者による寄附・援助の ｢申出｣ をうけて, 寄附委員会において審議がおこな








この 4 段目の記載にある ｢三井共打合セ｣ とは, 三井財閥における寄附に関す
る機関との打合せのことを指すと考えられる｡ このような, 他財閥との振合に関
しては, 表 9 においても右欄において記載しているが, 寄附金額の決定に際して




えるかについて考えてみると, 1932 年から 1933 年にかけての具体的な審議内容
について記した表 9 において示される審議内容について検討すると, 次のような
特徴点についてうかがい知ることができる｡ すなわち, こうした審議内容につい
て, 寄附を認める場合であっても, その一方で ｢今回限り｣ あるいは ｢本年限り｣
援助をみとめるというケースがみられる5｡ したがって, このような点からは,
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従来であれば寄附を断るような場合においても, こうした時期に限っては, その









ては, 社長室会における決議が求められ, その後 1938 年においては ｢常務会ニ
テ決議ス｣ ることや, 1939 年 7 月から 1941 年 1 月にかけては ｢三菱協議会ニ附
議｣ することなども求められた｡ すなわち, 大口の寄附に関しては上位機関にお
ける決議, 審議が求められていた｡ さらに, 何度も ｢慎重詮議｣ がおこなわれた





このように, 本章においては, 三菱史料館所蔵史料である 『寄附委員会議事録』
第 1 号・第 2 号・第 3 号・第 4 号 (MA－8038, 6306, 6307, 8670 ) を用いて,
寄附委員会についての開催日程や出席者, 議事内容などについて具体的な検討を








また, 出席メンバーに関していうと, 1932 の時点においては, 本社役員によ
り構成されていたが, 1940 年以降は, 加藤武男 (三菱銀行取締役会長), 田中完
三 (三菱商事取締役会長) といったような, 分系会社のトップが参加するように
なった｡ この点については, 先行研究においてもすでに指摘されているような,
分系各社に寄附金を分配させるという寄附委員会の機能の付加による結果ではな
いか, と考えられる｡ すなわち, 設立当初において, 寄附委員会は, 寄附の諾否
に関する意思決定を行うという機能に特化しており, さらに, 額の大きな寄附金
に関しては, 社長室会, 常務会, 三菱協議会といった, 上位機関における決議が
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表5 寄附委員会における日程と出席者
日程 出席者 幹事 委員長
1932年 4月 8日 三好･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年 4月15日 三好･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年 5月 9日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年 5月21日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年 6月 3日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年 6月 8日 三好･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年 6月15日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年 6月21日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年 6月29日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 三好
1932年 7月 6日 三好･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年 7月13日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
1932年 7月14日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年 7月20日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年 7月27日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年 7月28日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年 8月17日 三好･永原･赤星･船田 千田 三好
1932年 8月31日 三好･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年 9月 7日 三好･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年 9月14日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年 9月21日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年 9月28日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年10月 5日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
1932年10月12日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
1932年10月19日 永原･船田･佐藤 千田
1932年10月26日 三好･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年10月29日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
1932年11月1日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年11月 7日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年11月14日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年11月22日 三好･船田･佐藤 千田 三好
1932年11月29日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年12月 6日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年12月13日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1932年12月20日 三好･永原･赤星･船田 千田 三好
1932年12月27日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 1月17日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 1月24日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 1月31日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 2月 7日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 2月14日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 2月21日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 2月28日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 3月 7日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 3月14日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
1933年 3月22日 三好･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 3月28日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
1933年 4月 4日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 4月11日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
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1933年 4月17日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 4月25日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 5月23日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
1933年 5月30日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
1933年 6月 6日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 6月14日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 6月20日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
1933年 6月27日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 7月 4日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 7月12日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 7月14日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
1933年 7月18日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 7月25日 三好･永原･赤星･船田 千田 三好
1933年 8月 1日 三好･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 8月15日 三好･船田 千田 三好
1933年 8月29日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 9月 7日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 9月11日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 9月19日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年 9月26日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年10月 4日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年10月10日 永原･赤星･船田･佐藤 千田
1933年10月18日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年10月26日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年11月 1日 永原･赤星･船田･佐藤 千田
1933年11月 7日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
1933年11月14日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年11月22日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年11月28日 三好･永原･赤星･船田 千田 三好
1933年12月 5日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年12月12日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年12月19日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1933年12月26日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 1月 9日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 1月16日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 1月23日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 1月30日 三好･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 2月 6日 三好･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 2月14日 永原･赤星･船田･佐藤 千田
1934年 2月20日 永原･赤星･船田･佐藤 千田
1934年 2月27日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 3月 6日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 3月13日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 3月22日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 3月27日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 4月 5日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 4月10日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
1934年 4月17日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
1934年 4月24日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 5月 1日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
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1934年 5月 8日 永原･赤星･船田･佐藤 千田
1934年 5月15日 三好･永原･赤星･佐藤 千田 三好
1934年 5月22日 三好･永原･赤星･佐藤 千田 三好
1934年 6月 7日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 6月12日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 6月19日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
1934年 6月27日 三好･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 7月 3日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 7月10日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 7月17日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 7月24日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
1934年 7月31日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 8月 7日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 8月28日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 9月 4日 三好･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 9月13日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 9月18日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年 9月28日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年10月 2日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年10月 9日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年10月16日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
1934年10月24日 三好･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年10月31日 三好･永原･赤星･船田 千田 三好
1934年11月 6日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年11月13日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年11月20日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年11月28日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年12月 4日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年12月11日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年12月18日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1934年12月26日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年 1月15日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年 1月22日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年 1月29日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年 2月 5日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年 2月12日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年 2月19日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年 2月27日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
1935年 3月 7日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
1935年 3月19日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年 3月26日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年 4月 9日 三好･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年 4月16日 三好･赤星･船田 千田 三好
1935年 4月23日 三好･永原･赤星･佐藤 千田 三好
1935年 4月30日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年 5月 7日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
1935年 5月14日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年 5月21日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年 5月29日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年 6月 4日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
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1935年 6月11日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年 6月18日 三好･永原･赤星･船田 千田 三好
1935年 6月25日 三好･永原･赤星･佐藤 千田 三好
1935年 7月 2日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年 7月 9日 三好･永原･赤星･船田 千田 三好
1935年 7月16日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年 7月23日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
1935年 7月30日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年 8月20日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年 9月 3日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年 9月10日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年 9月17日 三好･船田･佐藤 千田 三好
1935年 9月27日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年10月 1日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年10月 8日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年10月22日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年10月29日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年11月 5日 三好･船田･佐藤 千田 三好
1935年11月12日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年11月29日 三好･赤星･船田 千田 三好
1935年12月 3日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年12月11日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年12月17日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1935年12月23日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1936年 1月 7日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1936年 1月14日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1936年 1月21日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1936年 1月28日 三好･船田･佐藤 千田 三好
1936年 2月 5日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1936年 2月18日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1936年 3月10日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1936年 3月17日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1936年 3月24日 三好･永原･赤星･船田 千田 三好
1936年 3月31日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1936年 4月 8日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1936年 4月15日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1936年 4月21日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1936年 4月28日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1936年 5月 6日 永原･赤星･船田･佐藤 千田
1936年 5月19日 永原･船田･佐藤 千田 三好
1936年 5月26日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
1936年 6月 2日 三好･永原･船田･佐藤 千田 三好
1936年 6月 9日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1936年 6月16日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1936年 6月22日 三好･永原･赤星･船田･佐藤 千田 三好
1936年 6月30日 三好･永原･赤星･佐藤 千田 三好
1936年 7月 7日 三好･永原･赤星･佐藤 千田 三好
1936年 7月14日 三好･永原･赤星･佐藤･武藤･伊藤 千田 三好
1936年 7月21日 三好･永原･赤星･佐藤･武藤･伊藤 千田 三好
1936年 7月28日 三好･永原 千田 三好
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1936年 9月 1日 三好･永原･赤星･佐藤･武藤･伊藤 千田 三好
1936年 9月 8日 三好･永原･赤星･佐藤･武藤･伊藤 千田 三好
1936年 9月26日 三好･永原･赤星･佐藤 千田 三好
1936年10月14日 三好･永原･佐藤･武藤･伊藤 千田 三好
1936年10月28日 永原･赤星･佐藤･伊藤 千田 三好
1936年11月17日 三好･永原･赤星･佐藤･武藤･伊藤 千田 三好
1936年12月 8日 三好･永原･赤星･佐藤･伊藤 千田 三好
1936年12月22日 三好･永原･赤星･佐藤･伊藤 千田 三好
1937年 1月22日 三好･永原･赤星･佐藤･伊藤 千田 三好
1937年 2月17日 永原･赤星･佐藤 千田
1937年 2月23日 三好･永原･赤星･佐藤 千田 三好
1937年 3月 2日 三好･永原･赤星･佐藤 千田 三好
1937年 3月16日 三好･永原･赤星･佐藤 千田 三好
1937年 3月30日 三好･永原･赤星･佐藤 千田 三好
1937年 4月 6日 三好･永原･赤星･佐藤 千田 三好
1937年 4月20日 三好･永原･赤星･佐藤･武藤 千田 三好
1937年 5月19日 三好･永原･佐藤･武藤 千田 三好
1937年 6月16日 三好･永原･佐藤･武藤 千田 三好
1937年 6月29日 三好･永原･佐藤･武藤 千田 三好
1937年 7月14日 三好･永原･佐藤･武藤 千田 三好
1937年 7月21日 三好･永原･佐藤･武藤 千田 三好
1937年 8月 3日 三好･永原･佐藤･武藤 千田 三好
1937年 8月24日 三好･永原･武藤 千田 三好
1937年 9月15日 三好･永原･佐藤･武藤 千田 三好
1937年 9月21日 三好･永原 千田 三好
1937年10月15日 三好･永原･佐藤･武藤 千田 三好
1937年11月 6日 三好･永原･佐藤･武藤 千田 三好
1937年11月25日 三好･永原･佐藤･武藤 千田 三好




1938年 2月24日―1938年 3月 8日
1938年 3月19日 三好･永原･佐藤･武藤 千田 三好
1938年 3月30日 三好･永原･佐藤 千田 三好
1938年 4月23日 三好･永原･佐藤 千田 三好
1938年 6月 1日 三好･永原･佐藤･武藤 千田 三好
1938年 6月29日 三好･永原･佐藤･武藤 千田 三好
1938年 9月 9日 三好･永原･佐藤･武藤 千田 三好
1938年10月25日 三好･永原･佐藤･武藤 千田 三好
1938年11月18日 三好･永原･佐藤･武藤 千田 三好
1938年12月14日 三好･永原･佐藤 千田 三好
1939年 1月27日 三好･永原･佐藤･武藤 千田 三好
1939年 2月18日 三好･永原･佐藤･武藤 千田 三好
1939年 3月24日 三好･永原･佐藤･武藤 千田 三好
1939年 5月 5日 三好･永原･佐藤･武藤 千田 三好
1939年 6月20日 三好･永原･佐藤･武藤 千田 三好
1939年 7月 1日 三好･永原･佐藤･武藤 千田 三好
1939年 8月22日 三好･永原･武藤 千田 三好
1939年10月11日 三好･永原･武藤 千田 三好
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1939年11月11日 三好･永原･武藤 千田 三好
1939年12月 2日 三好･永原･武藤 千田 三好
1939年12月23日 三好･永原･武藤 千田 三好
1940年 1月13日 三好･永原･武藤 千田 三好
1940年 2月 9日 三好･永原･武藤 千田 三好
1940年 3月 1日 三好･永原･武藤 千田 三好
1940年 3月16日 三好･永原･武藤 千田 三好
1940年 5月 9日 三好･永原･船田･武藤 千田 三好
1940年 6月12日 三好･永原･船田･武藤 千田 三好
1940年 7月 6日 三好･永原･船田･武藤 千田 三好
1940年 7月27日 三好･永原･船田･武藤 千田 三好
1940年 9月17日 三好･船田･武藤 森本 三好
1940年10月11日 三好･永原･船田･河手 森本 三好
1940年10月25日 三好･永原･船田･河手 森本 三好
1940年11月 1日 三好･永原･船田･加藤･河手･田中 森本 三好
1940年11月 8日 三好･永原･船田･斯波･河手 森本 三好
1940年11月22日 三好･永原･船田･田中 森本 三好
1940年12月 6日 三好･永原･船田･斯波･加藤･田中 森本 三好
1940年12月13日 三好･船田･加藤･田中 森本 三好
1940年12月20日 三好･永原･船田･斯波･加藤･田中 森本 三好
1940年12月27日 三好･永原･船田･斯波･加藤･田中 森本 三好
1941年 1月17日 三好･永原･加藤 森本 三好
1941年 2月 7日 船田･武藤･平井･斯波･田中 森本 船田
1941年 2月14日 船田･武藤･平井･加藤･田中 森本 船田
1941年 2月21日 船田･武藤･平井･田中 森本 船田
1941年 2月28日 船田･武藤･斯波･加藤･田中 森本 船田
1941年 3月 7日 船田･武藤･平井･斯波･加藤･河手･田中 森本 船田
1941年 3月20日 船田･武藤･平井･加藤･河手･田中 森本 船田
1941年 4月 4日 船田･武藤･平井･斯波･加藤･河手･田中 森本 船田
1941年 4月11日 船田･武藤･平井･河手･田中 森本 船田
1941年 5月 2日 船田･武藤･平井･加藤･河手･田中 森本 船田
1941年 5月16日 船田･武藤･平井･加藤･河手･田中 森本 船田
1941年 5月30日 船田･武藤･平井･斯波･加藤･河手 森本 船田
1941年 6月27日 船田･平井･加藤･河手･田中 森本 船田
1941年 7月 4日 船田･武藤･平井･斯波･河手･田中 森本 船田
1941年 7月11日 船田･平井･田中 森本 船田
1941年 7月18日 船田･平井･田中 森本 船田
1941年 8月15日 船田･武藤･平井･河手･田中 森本 船田
1941年 8月30日 武藤･加藤･河手･田中 森本 船田
1941年 9月 5日 船田･武藤･平井･斯波･加藤･河手･田中 森本 船田
1941年 9月19日 船田･武藤･平井･加藤･河手･田中 森本 船田
1941年10月 3日 船田･武藤･平井･斯波･河手･田中 森本 船田
1941年10月24日 船田･平井･加藤･河手･田中 森本 船田
1941年11月 7日 船田･平井･斯波･加藤･河手･田中 森本 船田
1941年11月14日 船田･平井･斯波･加藤･田中 森本 船田
1941年12月 5日 船田･武藤･平井･斯波･河手･田中 森本 船田
1941年12月12日 船田･武藤･平井･加藤･河手 森本 船田
1941年12月19日 船田･武藤･平井･加藤･河手･田中 森本 船田
1942年 1月16日 船田･武藤･平井･河手･田中 森本 船田
1942年 2月20日 船田･武藤･平井･田中 森本 船田
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1942年 2月27日 船田･平井･河手･田中 森本 船田
1942年 3月13日 船田･武藤･平井･加藤･田中･河手･郷古 森本 船田
1942年 3月27日 船田･武藤･平井･河手･田中･郷古 森本 船田
1942年 4月10日 船田･武藤･平井･加藤･田中･郷古 森本 船田
1942年 4月27日 船田･武藤･平井･加藤･田中･河手･郷古 森本 船田
1942年 5月22日 船田･武藤･平井･田中･郷古 森本 船田
1942年 6月12日 船田･武藤･田中 森本 船田
1942年 6月19日 船田･武藤･加藤･郷古･小村 森本 船田
1942年 7月17日 船田･武藤･平井･田中･郷古 森本 船田
1942年 8月 7日 船田･武藤･平井･田中 森本 船田
1942年 9月11日 船田･武藤･加藤･田中･郷古･小村 森本 船田
1942年 9月25日 船田･武藤･平井･加藤･郷古･小村 森本 船田
1942年10月 2日 船田･武藤･平井･郷古 森本 船田
1942年10月23日 船田･平井 森本 船田
1942年11月13日 船田･武藤･平井･田中･小村 森本 船田
1942年11月27日 船田･武藤･田中･郷古･小村 森本 船田
1942年12月11日 船田･武藤･平井･加藤･田中･小村 森本 船田
1943年 1月22日 船田･武藤･平井･加藤･田中･郷古･小村 森本 船田
1943年 2月 5日 船田･武藤･平井･加藤･郷古･小村 森本 船田
1943年 2月12日 船田･武藤･平井･加藤･田中･小村 森本 船田
1943年 3月 5日 船田･武藤･平井･郷古･小村 森本 船田
1943年 3月26日 船田･武藤･平井･田中 森本 船田
1943年 4月23日 船田･平井･加藤･小村･上野㈹･原㈹ 森本 船田
1943年 5月 7日 船田･武藤･平井･田中･小村･元良･高木㈹ 森本 船田
1943年 5月28日 船田･武藤･平井･元良･田中･銀行高木㈹･鉱業鈴木㈹ 森本 船田
1943年 6月 4日 船田･武藤･平井･加藤･小村･田中･原(元良㈹) 森本 船田
1943年 6月18日 船田･武藤･平井･加藤･田中･元良 森本 船田
1943年 7月 9日 武藤･平井･加藤･元良･鈴木(小村㈹)･上野(田中㈹) 森本
1943年 7月23日 船田･武藤･平井･加藤･小村･田中･元良 森本 船田
1943年 9月10日 武藤･平井･重工原㈹･鉱業鈴木㈹･銀行高木㈹･商事上野㈹ 森本
1943年 9月17日 武藤･平井･元良･商事上野㈹･鉱業鈴木㈹ 森本
1943年10月22日 武藤･平井･元良･銀行高木㈹･商事上野㈹･鉱業鈴木㈹ 石黒
1943年11月 5日 平井･元良･小村･銀行高木㈹･商事上野㈹ 石黒
1943年11月12日 加藤･元良･小村･平井･鈴木･商事上野㈹ 石黒
1943年11月19日 平井･鈴木･元良･田中･小村 石黒
1943年12月 3日 加藤･元良･小村･平井･鈴木･商事服部㈹ 石黒
1943年12月17日 武藤･平井･鈴木･元良･銀行高木㈹･鉱業池田(乾)㈹ 石黒
1943年12月24日 武藤･平井･鈴木･元良･銀行高木㈹･商事服部㈹･鉱業池田㈹ 石黒
1944年 1月21日 武藤･平井･鈴木･加藤･小村･田中･重工田原㈹ 石黒
1944年 2月 4日 加藤･小村･田中･武藤･平井･鈴木･重工原㈹ 石黒
1944年 2月18日 加藤･元良･武藤･平井･鈴木･商事上野㈹･鉱業池田㈹ 石黒
1944年 3月 3日 元良･田中･武藤･平井･鈴木･鉱業池田㈹･銀行高木㈹ 石黒
1944年 3月17日 田中･武藤･平井･鈴木･重工原㈹･銀行高木㈹･鉱業池田㈹ 石黒
1944年 3月24日 田中･武藤･鈴木･鉱業池田㈹･銀行高木㈹ 石黒
1944年 4月 7日 鈴木･加藤･田中･小村･重工玉井㈹ 石黒
1944年 4月21日 田中･小村･平井･鈴木･銀行高木㈹･重工原㈹ 石黒
1944年 5月5日 船田･加藤･田中･鈴木･鉱業是永㈹･重工原㈹ 石黒 船田
1944年 5月19日 田中･小村･平井･鈴木･重工原㈹･銀行高木㈹ 石黒
1944年 6月2日 船田･加藤･商事服部㈹･重工原㈹･鉱業是永㈹ 石黒 船田
1944年 6月16日 加藤･田中･元良･平井･鈴木･鉱業是永㈹ 石黒
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1944年 7月 7日 加藤･元良･田中･平井･鈴木･鉱業是永㈹ 石黒
1944年 7月21日 平井･鈴木･銀行高木㈹･鉱業是永㈹･商事服部㈹･重工原㈹ 石黒
1944年 8月 4日 船田･平井･鈴木･田中･元良･鉱業是永㈹･銀行高木㈹ 石黒 船田
1944年 8月25日 船田･鈴木･田中･元良･銀行木村㈹･鉱業富田㈹ 石黒 船田
1944年 9月 4日 船田･平井･鈴木･加藤･田中･元良･小村 石黒 船田
1944年 9月15日 平井･鈴木･元良･田中･是永(鉱業小村)･高木(銀行加藤) 石黒
1944年10月13日 船田･平井･鈴木･服部(田中)･原(元良)･是永(小村) 石黒 船田
1944年11月17日 加藤･小村･田中･元良･船田･平井･鈴木 石黒
1944年12月 8日 船田･田中･小村･鈴木･木村(加藤)･原(元良) 石黒 船田
1944年12月15日 船田･平井･鈴木･加藤･小村･田中･原(元良) 石黒 船田
1945年 1月26日 加藤･小村･鈴木･玉井(元良) 石黒 船田･平井･
田中欠席
1945年 3月 2日 船田･平井･鈴木･加藤･元良･田中･池田(小村) 石黒 船田
1945年 3月23日 平井･鈴木･田中･池田(小村)･原(元良)･高木(加藤) 石黒
1945年 4月13日 休会(承認のみ) 石黒
1945年 5月11日 船田･鈴木･加藤･田中･小村･田原(元良) 石黒 船田
1945年 6月22日 船田･平井･鈴木･加藤･田中･田原(元良)･池田(小村) 石黒 船田
1945年 7月20日 鈴木･田中･小村･高木(加藤)･玉井(元良) 石黒
1945年 8月 3日 加藤･田中･小村･鈴木･田原(元良) 石黒




日程 内容 金額 結果 他財閥
1932年 4月 8日 八聖殿建設資金 10,000円 寄附考慮 三井10,000円
帝国在郷軍人会館建設資金 成行を見る 三井50,000円内定
福岡県下青年指導援助申出 2,000円(3年間) 申出報告
労務者教育事業援助申出 5,000円 断り, 1,000～2,000円を考慮 三井10,000円
















1932年 5月21日 日華実業協会寄附金 10,000円 更に詮議 三井10,000円
高層大気研究費援助 5,000円 500円位援助のことに決議







































第 2 章 寄附に関する意思決定組織についての分析32
年記念事業
築地本願寺復興建築費寄附 当分留保のこと









































































1932年 7月13日 民友通信社援助金 1,000円 500円決議から増額決議 三井2,000円














































1932年 7月20日 福島県耶麻郡木幡村小作 返事を出さず握りつぶし



































1932年 8月17日 国立公園協会寄附金 三井とも打合の上何ら決定
一心会援助金 援助見合せのことに決議 三井本年2,000円,
1,500円各一回





















1932年 8月31日 社会事業義金 政府当局其他各方面の意
見を通じ具体案決定
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陸海軍将校婦人会寄附金 1,000円 醵出のこととす 三井1,000円(社
長夫人名義)
1932年 9月 7日 外務省文化事業部第1課長
法学博士三枝茂智氏著書
出版援助







高輪消防署改築後援会寄附金 3,000円 寄附のことに決議す 三井3,000円, 三






1932年 9月14日 常陽明治記念会館寄附金 5,000円 三井合名と打合せの上寄
附を決す






東京毎日新聞社援助金 500円 援助のことに決議 三井2,700円, 安
田1,850円




修養団満州連合会寄附金 10,000円 寄附のことに決議 住友10,000円
実業之日本社援助金 300円 援助のことに決す 三井300円
ジャパン・タイムス社援助金 再度詮議懇願ありたるも
見合せに決す












1932年 10月5日 長崎市高射砲献納寄附金 25,000円 社長室会にて寄附のこと
に決定
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森傳氏著書買取方の件 2,300冊(1冊50銭) 買い取ることとす
大阪殉職警官救慰基金寄附金 5,000円 本社名義にて寄附し, 銀
行・商事・倉庫・鉱業・
保険・信託六社分担
























1932年11月22日 極東協会張正行氏援助の件 100円 援助のこととす
黒龍会出版部の件 2,000円 援助のことに決議す 三井2,000円















1932年12月6日 被服協会寄附金 10,000円寄附願 取調の上次回協議のこととす
昭和協会援助金 200円迄 援助するや否や総務課長
に一任



















































露西亜通信社の件 500円 援助のことに決議す 三井500円
愛国会編纂尽忠録の件 3,000円
化学工業協会の件 500円(特別会員費) 支出の旨報告
1932年12月27日 仏教音楽協会の件 3,000円 本年に限り援助のことに決議
紫雲荘橋本徹馬氏援助 1,000円 援助のことに決議す
政教社の件 1,000円 援助のことに決議す 三井2,000円宛2回






















































1933年 2月 7日 帝国軍人後援会京都支会の件 2,000円 追て詮議のこととす
日本新聞社の件 1,000円 援助のことに決議す 三井1,500円





















宅野田夫氏援助金の件 1,000円 同氏関係の大日社に対し援助 三井昨年3,000円・
対大日社1,000円





ジャパン・タイムスの件 30部(金300円) 買取ることに決議 三井50部
大本山総持寺社会事業部の件 取調の上詮議のこととす




雑誌 ｢近代｣ 援助方の件 申出一度見送りのことに
決議す


















1933年 3月14日 第二革新会の件 2,000円 援助の事に決議す 三井4,000円




















































































600円 援助のことに決議す 三井1,000円､ 正
金400円
南洋協会の件 1,000円 本年度においても援助承諾 三井1,000円



























東洋経済新報社の件 200円 従来通り援助 三井例年1,000円
















































1933年 5月30日 家庭学校の件 3,000円 支払済の旨報告
























































大日本救世団の件 500円 援助 三井年3,000円
肉弾三勇士銅像建設会の件 1,500円 援助決議(三井とも打合せ
の上)








万朝報社の件 500円 援助のことに決議 三井本年3月1,000円・
5月1,500円
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1933年 7月 4日 東京警察後援会の件 50,000円の内5,000円振込申越報告
帝国新報の件 500円 援助 三井1,500円
政教社の件 1,000円 援助決議 三井2,000円
















1933年 7月12日 満州産業建設学徒研究団の件 10,000円 寄附の事に社長室会にて
決定報告













1933年 7月14日 大亜細亜協会の件 3,000円 援助のことに決議す 三井6,000円
全国産業団体連合会の件 5,000円 払込方申越承諾 三井5,000円
帝都日々新聞社の件 5,000円 援助決議
1933年 7月18日 国立公園協会の件 2,000円 援助
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1933年 8月15日 瀧之川学園の件 2,500円援助(三井と打合
せ)・一応実地調査











竹越與三郎氏著書の件 1,000円 援助 三井1,000円









全満州婦人団体連合会の件 5,000円 商事大連支店を通じ援助決議 三井5,000円








1933年 9月11日 靖国神社忠魂史の件 7,500円 援助決議 三井7,500円
全日本方面委員連盟の件 寄付金繰上支払願出承諾
新民会の件 1,000円 援助願出承諾




純真学園の件 3,000円 援助決議 三井有賀氏名義
3,000円
京都国防協会の件 三井の振合を見て追て協議















































































日本外交協会の件 500円 援助決議 三井1,000円
1933年10月26日 日米文化学会の件 5,000円(3年間丈) 寄附の事・社長より申聞報告
昼夜通信社の件 500円 援助 三井1,500円
廣瀬神社創建奉賛会の件 寄附申出・追て詮議





1933年11月 1日 大亜細亜協会の件 3,000円 下期分支払い依頼・承諾 三井3,000円
新民会の件 1,000円 本年下季分として援助決議
皇民会の件 3,000円 援助決議















































1933年11月28日 癩予防協会の件 100,000円5ヶ年賦 更に寄附の事社長室会に
て決定
真言宗総本山東寺の件 3,000円 援助決議 三井6,000円
露西亜通信社の件 500円 援助 三井500円
事業之日本の件 1,000円 援助 三 井 3,000 乃 至







大 日 本 ビ ー ル


















1933年 12月5日 中央融和事業協会の件 昭和8年度分8,000円払込
方申出報告
社会教育協会の件 昭和8年度分1000円支払済報告
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神田高等女学校の件 援助願出・追て詮議














万朝報社の件 1,000円乃至2,000円 援助決議 三井1,000円歳末
2,000円












日蒙貿易協会石塚忠氏の件 1,000円 援助決議 三井1,000円













月且社の件 300円乃至500円 援助決議 三井500円
上海日報社の件 2,000円 援助決議 三井2,000円













第 3 章 戦時期における三菱による寄附
― 『決算勘定書』・『決算書類』 の検討を中心にして―
本章では, 三菱史料館所蔵史料である 『決算勘定書』 や 『決算書類』
(MA2212～2232) を中心に用いて, いわゆる ｢財閥の転向｣ による寄附金の増
加, とされている時期以降, すなわち戦時期を中心に, 1935 年から 1945 年の時
期において, 三菱ではどのようなところにどれくらいの額の寄附を行っていたの
かについて, 具体的な分析を行うことにしたい｡
表 10 は, 1935 年から 1945 年にかけての 『決算勘定書』, 『決算書類』 のなか
に記載されている ｢寄附金明細｣ にもとづき, 寄附を行った出資先とその金額に
ついて, 年度または各期ごとに記したものである｡ ここでは, まず同表について
詳しく分析することにしよう｡
まず, 出資先について注目してみよう｡ まず 1935 年のそれについてみてみる
と, 団体および地域に対する寄附金, 援助金のほかに, 学校に対する寄附金の多
さに気づくであろう｡ 三菱 (岩崎家) との強い関係があった成蹊学園に対する資
金以外にも, 多くの学校法人に対する寄附金および援助金の支援を行っていたの
である｡ また, 満州・朝鮮に対する寄附も, 戦時体制期に特徴的なものであると
いえよう｡
また, 金額および件数について注目すると, 5000 円未満の寄附金は, 1935 年
から 38 年のあいだには 1500 件程度あり, こうした規模における寄附件数の多さ
をみてとることができる｡ しかし, こうした寄附について, 大口・小口ともに
1939 年から逓減していくが, この要因については, 臨時租税措置法, 会社統制
令といった, 戦時期において公布された統制法による規制が大きく関わっていた
ものと考えられる｡ すなわち, 企業 (三菱) 側が自ら寄附を行うという意思決定
を減らしていったというよりもむしろ, 国策に大きく影響を受けた流れであった
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東洋経済新報社 40 周年賛助金 5,000.00
東京商工会議所 群馬､ 茨城両県下水害義捐金 5,000.00
小計 30 口 1,454,000.00
其の他 ￥5000 未満の分 1484 口 250,171.10
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日本国際協会 第 6 回太平洋問題調査会大会参加費用援助 10,000.00

















小計 30 口 751,561.00
其の他 ￥5000 未満の分 1504 口 234,009.50
















































小計 35 口 756,000.00
其の他 ￥5000 未満の分 1,520 口 270,968.10
合計 1,555 口 1,026,968.10
年賦払＋即時払 1,560 口 1,221,968.10

























其の他 ￥5,000 未満の分 737 口 131,559.90
即時払計 752 口 403,559.90
合計 1,591,059.00
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満州移住協会 賛助基金￥100,000 の内当社負担額(〃) 50,000.00





乳香園 設立基金￥50,000 の内当社負担額(〃) 20,000.00
皇戦会 援助金￥60,000 の内当社負担額(〃) 20,000.00









戦時物資活用協会 援助金￥30,000 の内当社負担額(〃) 5,000.00
善隣協会 事業援助金￥10,000 の内当社負担額 5,000.00
故川面凡児先生十周年記念会 記念事業賛助金 5,000.00
其の他 ￥5,000 未満の分 710 口 161,118.20
一時払計 727 口 528,118.20
合計 534,118.20
(1940 年 1 月 1 日～6 月 30 日)
年賦払寄附金
結核予防会 寄附金 150,000.00
















其の他 ￥5,000 未満の分 666 口 113,259.40
計 678 口 305,259.40
合計 680 口 462,459.40
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計 6 口 87,582.00
其の他 ￥5,000 未満の分 661 口 80,103.50
合計 667 口 167,685.50








計 7 口 83,800.00
其の他 ￥5,000 未満の分 499 口 63,989.00
















小計 11 口 493,158.00
其の他 ￥5,000 未満の分 444 口 62,017.88
合計 455 口 555,175.88












小計 10 口 138,500.00
其の他 ￥5,000 未満の分 365 口 55,281.00
合計 375 口 193,781.00













小計 12 口 223,200.00
其の他 ￥5,000 未満の分 387 口 70,726.00
合計 399 口 293,926.00





小計 4 口 116,600.00
其の他 ￥5,000 未満の分 162 口 21,024.00
合計 166 口 137,624.00













小計 12 口 148,075.00
其の他 ￥5,000 未満の分 320 口 63,565.74










日本体育会 事業資金 一時払 15,000.00
大日本回教協会 建設資金 一時払 15,000.00
国際学友会 事業資金 一時払 11,250.00
敵国在留同胞対策委員会 救恤金 総額 200,000(3 年賦)第 1 年賦 10,000.00
日本貿易振興協会 事業資金 総額 150,000(3 年賦)第 4 年賦 8,000.00
年金保険厚生団 設立基金 一時払 7,560.00
日本世界文化復興会 事業資金 総額 150,000(3 年賦)第 3 年賦 7,500.00
日本栄養協会 援助金 一時払 7,500.00
ビルマ協会 法人組織基本金 総額 150,000(3 年賦)第 1 年
賦
7,500.00
比律賓協会 事業資金 総額 200,000(3 年賦)第 1 年賦 7,500.00
東亜研究所 事業資金 一時払 7,500.00
小計 16 口 248,813.00
其の他 ￥5,000 未満の分 295 口 44,264.00




成蹊学園 学園資金 総額 1,500,000(3 年賦)第 2 回分 75,000.00
軍人援護会 会費 28,264.00
東亜農業研究所 事業資金 総額 1,000,000(5 年賦)の内第 3 回分 28,000.00
日本赤十字社東京支部 事業資金 一時払 7,500.00
帝国在郷軍人財団 援助金 総額 200,000(5 年賦)第 3 回分 5,600.00
世界経済調査会 事業資金 一時払 4,500.00
東郷会 特別維持会費 一時払 4,500.00
小計 7 口 153,364.00
其他 ￥4,000 未満の分 243 口 43,990.00





大日本飛行協会 事業資金 総額 515,033(3 年賦)第 3 年賦 32,213.00
軍人援護後援会 会費 28,064.00
全国優良私設社会事業団体 厚生省寄託助成金 21,000.00
日本貿易振興協会 事業資金 総額 500,000(5 年賦)第 5 年賦 8,000.00
東亜研究所 事業資金 一時払 7,000.00
翼賛政治会 援助金 7,000.00
修養団 神都道場建設費 総額 100,000(2 年賦)第 1 年賦 7,000.00
小計 7 口 110,277.00
其他 ￥5,000 未満の分 206 口 38,165.00
合計 213 口 148,442.00
註 2. 会社経理統制令による寄附金支出限度額 292,148.00
いうことが理解できる｡
このような点から, 戦時体制の進行にともない, たしかに寄附件数および金額
は逓減したが, それは企業 (三菱) 側における自主的な減少への動きというより
はむしろ, それには戦時統制下における規制が大きくかかわっていたのであり,
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(1945年4月1日～9月30日)
戦災援護後援会 援助金 総額 5,000,000(一時払) 650,000.00
成蹊学園 学園資金 総額 1,500,000(3 年賦)の内最終回分 65,000.00
軍人援護後援会 会費 28,143.00
東京都学童疎開援護会 会費 総額 200,000(一時払) 26,000.00
東亜農業研究所 事業資金 総額 1,000,000(5 年賦)第 4 回分 26,000.00
敵国在留同胞対策委員会 援助金 総額 200,000(3 年賦)第 2 回分 8,670.00
ビルマ協会 援助金 総額 150,000(3 年賦)第 2 回分 6,500.00
比律賓協会 事業資金 総額 200,000(4 年賦)第 2 回分 6,500.00
大日本政治会 援助金 総額 50,000(一時払) 6,500.00
小計 9 口 823,313.00
其他 1 口 5,000 円未満の分 79 口 19,665.00
合計 88 口 842,978.00
(1945年10月1日～1946年3月31日)
金鶏学院 昭和 20 年度事業助成援助金 一時払 1,300.00
日本外交協会 昭和 20 年度事業資金援助金 〃 650.00
国防交通協会 事業資金援助金 〃 130.00
やまと新聞社 援助金 〃 130.00
日本農民組合 〃 〃 130.00
朝日新聞社 亜細亜の光第三輯発行援助金 〃 260.00
聖心愛子会 昭和 20 年度経常費 〃 130.00
皇武会 昭和 20 年度事業資金 〃 130.00
新経済社 〃 〃 130.00
帝国学士院 学術奨励金￥10,000 の内第 5 回分 年賦払 130.00
日本電報通信社 事業資金 一時払 130.00
興望館 援助金 〃 130.00
丸ビル週報社 〃 〃 195.00
交通事業助成協会 賛助金 〃 130.00
大日本剣道会 事業資金 〃 260.00
計 15 口 3,965.00
其他 34 口 884.00
合計 4,849.00
(出典) 三菱合資会社 『決算勘定書』 1935 年度・1936 年度 (MA-2212, 2213),
三菱社 『決算書類』 1937 年､ 1938 年 (MA-2214, 2215),
三菱社・三菱本社 『決算書類』 各期 (MA-2216～2232)｡
たということができる｡





おいて, 同時期 (1940 年 6 月) 以降において上記 4 社の役員が寄附委員会へ参
加をするようになったという点とも結びつけて理解することができよう｡ なお,
ここにおいて決定された分担率については, あくまで参考として取り決められて
いたようであり, 実際の運用にあたっては, 適宜修正が行われていた｡ たとえば,
前章において既に検討をおこなった 『寄附委員会議事録』 のなかにおける 1943
















社 名 金額(単位：円) ％ 金額(単位：円) ％ 金額(単位：円) ％ ％ ％
三菱社 120,000,000.00 14.91 14,185,754.35 15.72 191,302,969.21 21.85 18 20
鉱 業 200,000,000.00 24.84 24,225,988.80 26.84 185,143,527.74 21.15 24 23
重工業 240,000,000.00 29.82 19,311,065.33 21.4 211,925,333.12 24.21 25 22
銀 行 100,000,000.00 12.42 10,590,878.59 11.73 133,535,040.78 15.26 13 12
商 事 50,000,000.00 6.21 9,899,152.93 10.97 64,515,268.27 7.37 8 12
電 機 30,000,000.00 3.73 7,573,811.84 8.39 41,715,713.61 4.77 6 6
信 託 30,000,000.00 3.73 2,119,201.49 2.35 16,363,032.85 1.87 3 2
倉 庫 20,000,000.00 2.48 1,508,740.91 1.67 19,007,941.72 2.17 2 2
地 所 15,000,000.00 1.86 836,313.16 0.93 11,829,880.29 1.35 1 1






重工業 222,500 円 (44.5%), 電機 89,000 円 (17.8%), 鉱業 116,500 円 (23.3
%), 製鋼 11,000 円 (2.2%), 旭硝子 11,000 円 (2.2%), 日本化成 28,000 円
(5.6%), 日本アルミニユム16,500円 (3.3%), 三菱工作機械5,500円 (1.1%)：




本社 7,560 円 (7.6%)・鉱業 18,310 円 (18.3%)・重工 45,660 円 (45.7%)・銀
行 6,470 円 (6.5%)・商事 4,610 円 (4.6%)・電機 7,410 円 (7.4%)・信託 570
円 (0.6%)・倉庫 700 円 (0.7%)・地所 580 円 (0.6%)・製鋼 4,140 円 (4.1%)・







なお, 前章では 1932 年から 1933 年にかけての内容について載せたが, ここで
は参考に, 章末に表 12 において 1942 年 4 月から 1943 年 6 月にかけての寄附委




以上みてきたように, 本章では, 『決算勘定書』 や 『決算書類』, あるいは 『寄
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附委員会議事録』 に基づき, 戦時期を中心とする時期においての, 三菱による寄
附のあり方について明らかにしてきた｡ 1935 年から 1945 年にかけての寄附金明
細に関する検討からは, 寄附金について, 広い交付先をともなっていたという点




























































































結果 (1942 年 4 月～1943 年 6 月)















1943年3月5日 議事 横浜海洋道場建設費 重工本店
田中傭博士記念事業会
東亜石油工学院創設費













































































































第 4 章 まとめと課題
本叢書では, 三菱史料館所蔵史料である 『寄附委員会議事録』 や 『寄附金明細






た｡ これを, 寄附委員会における具体的な審議内容と併せて検討するならば, 次
のようなことをいうことができる｡
すなわち, 確かに 1932 年くらいからみられる, 財閥の転向の一環としての
｢寄附｣ は, 件数が増え, 1934 年にはピークをむかえた｡ しかし, こうした ｢寄
附｣ のあり方とは別として, 三菱においては明治期においてから, すなわち古く
から寄附が行われており, 巨額なものも確認されている｡ つまり, ｢社会的貢献｣
あるいはそれに順ずる寄附のあり方については, 三菱においては, 比較的古くか
ら確認されたのである｡ またそれは, 戦時体制期をも通じて広く行われていた｡








く関係していた｡ すなわち, 寄附金額の減少は, ｢内から｣ の傾向では決してな
く, ｢外から｣ の規制に基づくものであった｡
次に, 寄附委員会という組織自体に関していうと, 以下のような事実が明らか
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になった｡
まず, 設置時期に関する新事実の発見である｡ 先行研究においては, 『三菱社
誌』 に記載されている内規 (｢寄附委員会内規｣) 制定時期との関係から, 寄附委








しかし, 三菱史料館所蔵史料である, 『寄附委員会議事録』 第 1 号～第 4 号の
検討を通じ, 寄附委員会は, 遅くとも 1932 年 4 月には, 組織として有効に機能
していたということがわかった｡ そして, この時期における歴史的な背景として
重要な点は, やはり前年 (1931 年) における金本位制停止をめぐる ｢ドル買い｣
事件に端を発した財閥批判, そしてこうした状況への対応としての財閥の ｢転向
策｣ の施策という一連の諸策が大きく関係しているのではないかと考えられる｡
一般に, 財閥の ｢転向｣ 策の重要な一側面として, 財閥による社会事業に対す
る寄附が行われたということが指摘され, 1932 年から 33 年にかけて, 財閥は多
額の寄附を行ったということがいわれている1｡ そして, こうした財閥による寄
附に関する動きの典型的なものとしてしばしば挙げられるものが, 1934 年 4 月











さらに, 寄附委員会について, その機能に着目するならば, 次のような事実が
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２ なお, こうした内部的な組織の設立というかたちであったからこそ, 財団を設立した
三井の場合に比して, 外部的に知られることが少なかったのではないかと考えられる｡
決議機関としての機能を有しており, それが本社による株式公開がおこなわれた
1940 年にかけて, 内規にも示されるように, 寄附金を分系各社に割りあてるた
めの審議を行うという役割も付加されたのであった｡ このようにして, 寄附委員
会は戦前期の比較的長期間にわたって, 委員会として有効に機能していたのであ
る｡ なお, このような委員会や経営組織に関する議論については, 筆者が今まで
に行ってきた研究3をもふまえて, より精緻な議論を行っていかなくてはならな





３ 例えば, 石井里枝 (2010) ｢1930 年代の三菱財閥における経営組織―理事会・社長室
会の検討を中心に―｣ 『三菱史料館論集』 第 11 号, 同 (2011) ｢三菱財閥における株式
公開と株主総会運営―三菱重工業の事例を中心として―｣ 『三菱史料館論集』 第 12 号,
同 (2012) ｢三菱財閥と委員会組織―寄附委員会を事例として―｣ 『愛知経営論集』 第
166 号, 同 (2013a) ｢戦時期における三菱財閥の経営組織－総務部課長打合会の検討
を中心として－｣ 『経営総合科学』 第 99 号, 同 (2013b) ｢三菱財閥の株式公開と株主
総会－三菱商事・三菱本社の事例－｣ 『愛知経営論集』 第 167 号, 同 (2014a) ｢資料
課評議員会の活動と三菱財閥の組織｣ 『三菱史料館論集』 第 15 号, 同 (2014b) 『戦時
期三菱財閥の経営組織に関する研究』 愛知大学経営総合科学研究所叢書 44, 同
(2015) ｢両大戦間期の三菱における経済資料の蒐集と調査－資料課における蒐集資料






よく知られていることではあるが, この ｢企業の社会的責任 (CSR)｣ は, こ
こで検討したような戦前期の寄附に関してのみならず, というよりはむしろ, き
わめて今日的な話題である｡ 現在, 私のゼミ (愛知大学経営学部経営学科石井ゼ
ミ) では, ゼミ活動の一環として, ｢渋沢栄一杯経済史・経営史ディベートリー
グ｣ という大会にここ数年参加させていただいているが, 昨年度のディベートリー
グのテーマが, ｢日本企業は CSR 活動を推進すべきである (ない)｣ というもの




てきたのではないか｣ というイメージを持っていた｡ しかしながら, 学生ととも
に上記のテーマについて考え, 議論すると, やはり一般的な認識としては, 日本
における CSR 活動というのは近年において議論が活発化されてきたものであり,
諸外国における CSR に関する認識からはかなり ｢遅れた｣ 議論であるという印
象を受けることが多かった｡







なお, 三菱に関する研究を行う際には常に, という感じではあるが, 今回の叢
書作成に際しても, 研究のために用いた資料の多くは三菱史料館 (公益財団法人
三菱経済研究所付属三菱史料館) 所蔵のものである｡ このような貴重な資料の閲
覧の便を取り計らってくださった, 萩野谷泰部長, 坪根明子氏, 伊藤由美子氏を
はじめとする三菱史料館の皆様, そして資料収集に訪れる際にはいつも温かく対









なお, 本叢書は, 愛知大学研究助成 ｢日本における財閥の経営組織に関する研
究―戦間期・戦時期の三菱を事例として｣ (C-171), シキシマ学術・文化振興財
団第 29 回研究助成 ｢戦前期日本における財閥の発展と組織―中央と地方―｣ に
よる研究成果の一部であることをここに記す｡
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